
1987年出上の木簡

5  4  3 2  1６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
後
期
を
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

白
界
遺
跡
は
、
大
田
市
衝
地
よ
り
南

へ
約

島
根
・白
郷
遺
跡

所
在
地
　
　
　
島
根
県
大
田
市
水
上
町
白
界

調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
一
一
月
ぞ

一
九
八
八
年

一
月
、
五
月

１
七
月

発
掘
機
関
　
　
大
田
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
」込
藤
浩
巳

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

想
さ
れ
た
が
、
調
査
の
結
果
、
谷
の
中
央
部
に
東
流
す
る
古
墳
時
代
以
降
の
幅

五
を
八
ｍ
の
自
然
流
路
を
検
出
し
、
そ
の
北
側
に
奈
良
時
代
以
降
の
建
物
跡
を

確
認
し
た
。
か
な
り
の
数
の
柱
穴
と
思
わ
れ
る
ピ
ッ
ト
を
検
出
し
、
ま
た
中
世

後
期
の
渡
来
銭
の
出
土
等
か
ら
、
古
墳
時
代
か
ら
中
世
後
期
ま
で
の
長
期
に
わ

た
っ
て
営
ま
れ
た
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
が
、
遺
構

，
遺

物
の
中
心
は
奈
良

・
平
安
時
代
で
あ
る
。
木
簡
は
谷
の
中
央
を
流
れ
て
い
た
自

然
流
路
の
岸
辺
付
近
か
ら
、
多
数
の
木
製
品

。
土
師
器

・
須
恵
器
と
と
も
に
二

五
点
出
土
し
た
。
ま
た
四
点
の
墨
書
土
器
３
大
」
二
、
「上
内
」
一
、
「梨
」
し
、

一
点
の
ヘ
ラ
書
土
器
も
こ
の
岸
辺
付
近
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

〔嶋
己

ω

　

「
□

主

　

千

嶋

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
額

Ｉ

Ｎ
巽

卜

ｏ
お

②

　

□
嶋
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
通
更
∞
霞

⑤

　

「
＜
止
知

一
斜
　
尚
世
名
＜
」
　

　

　

　

　

　

μぃ∞
赴
Φ溢

Φ常

④

　

小
豆
六
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〓
∀
］父
『
霞

⑤

　

大
豆
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
溢
晃
Ｎ
霞

⑥

　

豊
成
　
稲
也
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（韻
∀
∞援
⇔
Φ毬

⑦

　

「
小
豆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岸も
溢
賀
伽
Φ８

一
四
血
の
西
か
ら
東

へ
延
び
る
丘

陵
の
谷
お
よ
び
谷
の
出
口
に
形

成
さ
れ
た
扇
状
地
上
に
位
置
す

る
。　
一
九
八
八
年
に
小
学
校
の

建
設
が
計
画
さ
れ
た
の
に
と
も

な
い
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
付
近
の
水
田
に
は
奈
良
時

代
を
中
心
と
す
る
時
期
の
遺
物

の
散
布
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、

当
該
時
期
の
遺
構
の
存
在
が
予

(温泉津)
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⑬

　

卜
　
＞
　
回

＞

　

　

設

「
小
豆

「
三
百
丸

〔主
≧

□
□
」

□
利
生

真
成
」

「
人
上
　
一二
主

「
小
月
　
長

「
県
主

□
賜
而
　
別
召

（
∞
∞
）
×
μ
ド
×
伽
　
Ｏ
μ
Φ

（
∞
ミ
）
×
μ
Φ
×
∞
　
Φ
μ
Φ

合

μ
⇔
）
×
］
］
×
い
　
ｏ
い
Φ

（
μ
枷
∞
）
×
（
ヽ
じ

×
Φ
　
ｏ
∞
μ

（
μ
ｍ
Φ
）
×
中
∞
×
ω
　
ｏ
Ｐ
ｏ

（
ド
〇
『
）
×
ド
Φ
×
卜
　
ｏ
岸
Φ

（
ド
ド
〕
）
×
］
μ
×
∞
　
Φ
μ
Φ

（
⇔
Φ
）
×
∞
卜
×
∞
　
⇔
μ
Φ

（
ド
Φ
Φ
）
×
や
卜
×
卜
　
〇
い
Φ

（
∞
Φ
）
×
（
ヽ
じ

×
］

ｏ
鐵

（
∞
Φ
）
Ｘ
（
卜
じ

×
∞
　
⇔
鐵

木
簡
は
二
五
点
出
上
し
て
い
る
が
判
読
の
可
能
な
も
の
を
右
に
掲
げ
た
。
こ

れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
物
品
に
付
け
ら
れ
た
付
札

・
荷
札
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、
Ｏ

ｏ
①
の
よ
う
に
九
九
の
木
簡
と
思
わ
れ
る
も
の
も
出
土
し
て
い
る
。

０
は
九
の
段
で
上
に
変
数
、
下
に
定
象
の
九
を
置
い
て
い
る
。
九
九
の
木
簡
の

出
土
例
は
古
代
に
限
れ
ば
平
城
京

・
藤
原
官

・
平
安
京

。
長
岡
京

・
但
馬
国
府

・
奈
良
稗
田
遺
跡
な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
畿
内
周
辺
以
外
の
地
方
で
の
出
上

例
と
し
て
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

他
の
も
の
は
①

。
①

・
⑤
の
よ
う
に
物
品
名
を
記
載
し
た
も
の
、
①

・
⑭

・

⑬
の
よ
う
に
人
名
を
記
載
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
二
種
に
大
別
で
き
そ
う
で

あ
る
。
①
の
木
簡
は

「止
知
」
＝
栃
の
実
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
、

当
時
の
食
事

や
植
生
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
ま
た
判
読
が
困
難
な
も
の
の

中
に
文
書
木
簡
が

一
点
あ
り
、
今
後
の
分
析

・
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（遠
藤
浩
巳
）




